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１次関数を学ぶ（その８）－入試問題研究－
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①「動点と面積」の出題内容と配点，難易度など

－ 第７回目 －

動点問題の出題頻度の動き

「①動点と面積」の問題の出題の歴史の確認です。

昭和４８年度 平行四辺形の辺上を１点が移動

→合成図形(２つの三角形の和)の面積を求める

配点１６点，難易度Ｄ

昭和５２年度 長方形の辺上を１点が移動→三角形の面積を求める

配点１４点，難易度Ｂ

「動点と面積」の問題の最も基本となる形式の問題です。

昭和５９年度 台形の辺上を１点が移動→三角形の面積を求める

配点１４点，難易度Ｃ

平成９年度 台形の辺上を１点が移動→三角形の面積を求める

配点２０点，難易度Ｃ

「第４コーナーの問題」では，「変数－定数」の式を作る。

＊［新傾向］２次関数，相似との融合問題

平成１３年度 正方形上を２点が逆方向に移動→始点と２点でできる三角形の面積を求め

る

配点１７点，難易度Ｃ

＊［新傾向］平面図形の辺上を２つの点が動き，それらが作る三角形の

面積を求める。

平成１９年度 立体上を１点が移動→立体の表面上および立体の内部にできる三角形の

面積を求める

配点１５点，難易度Ｃ

＊［新傾向］三平方の定理との融合問題というよりも，独立した

三平方の定理の問題が組み込まれた問題です。

「１次関数」＋「三平方の定理」という仕組みです。

「①動点と面積」の問題の平成１９年度の次の出題は平成２４年度です。

では，平成２４年度の動点と面積の問題を見てみましょう。

★平成２４年度★ 得点［ ／１８点］

図１のように，ＡＢ＝１２㎝，ＢＣ＝８㎝，ＣＤ＝６㎝，∠Ｂ＝∠Ｃ＝９０°の四角形

ＡＢＣＤがあり，辺ＡＢの中点をＭとする。点Ｐは，Ｍを出発し，毎秒１㎝の速さで，四
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角形ＡＢＣＤの周上をＢ，Ｃ，Ｄ，Ａの順に通って進み，Ｍに到着したところで停止する。

点ＰがＭを出発してからχ秒後の△ＣＭＰの面積をｙ㎝２ とする。ただし，点ＰがＭ，Ｃ

にあるときはｙ＝０とする。図２は，点ＰがＭを出発してからＤに進むまでのχとｙの関

係をグラフに表したものである。次の問いに答えなさい。

１ 点ＰがＭを出発してから，３秒後と９秒後の△ＣＭＰの面積は何㎝２ か，それぞれ求

めなさい。（各２点×２＝４点）

２ 図２のグラフにおいて，χの変域が６≦χ≦１４であるとき，ｙをχの式で表すと

ｙ＝ａχ＋ｂ となる。ａ，ｂの値をそれぞれ求めなさい。（完答４点）

３ 点Ｐが辺ＣＤ上にあり，△ＣＭＰの面積が１０㎝２ になるのは，点ＰがＭを出発して

から何秒後か，求めなさい。（４点）

４ 点Ｐが，ＤからＡを通りＭに到着するまでのχとｙの関係を表すグラフを，図２にか

き加えなさい。（６点）

【出題範囲】【１次関数】【図形の性質（等積変形）】

出題傾向の分析

「あれっ？」

入試会場で問題用紙を見た瞬間の受験生の本当の気持ちでしょうね。

見たことがない問題です。これまでに出題されたことのない問題です。だから，こんな問題の解

き方など練習していないのです。

動点問題というのは，これまでは，点Ｐは図形の頂点から出発していました。平成２４年度の問

題では台形の下底の中点からスタートしています。

「う～ん，どうしよう？」

では，だめですよ。

ｙは三角形の面積だから，底辺と高さをχで表して，面積を求める公式に代入するだけです。

どこにも新しいところなどないのですよ。こんな”おどし”におびえてはいけません。
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４の問題は等積変形を使う

ただ，４の問題で，点Ｐが頂点Ｄから頂点Ａまで動く時，平行線間の等積変形という考え方を使

います。つまり，面積が変化しない部分が現れます。

いままでは，三角形の高さが同じだから面積は変化しないでしたが，今回は，底辺が共通なら，

頂点が底辺と平行な直線上にあれば，頂点がどこにあっても面積は同じである，というちょっと

難しい考え方を使います。

ここでは，グラフをかかせる問題となっていますから，グラフがχ軸に平行になる問題です。

２の問題は３の問題の誘導問題

２の問題では，グラフを１次関数の式で表せ，という問題です。なんでこんな簡単な問題がここ

ででてくるのかというと，３の問題の誘導問題であるからです。

式を作り，ｙを入れてχを出す（入試定番問題）

３の問題は，入試定番問題です。

ｙの値があたえられたときに，グラフとその式を使ってχの値を求める，という問題です。

この問題では，グラフを１次関数の式で表し，その式のｙに与えられた値を代入し，χの値を求

めるというのが解法のプロセスです。

だから，グラフから式を作っておく必要があります。２の問題がこれを暗示しております。だか

ら，３の問題でまずやることはグラフを１次関数で表すことです。

よくできた”いい問題”です。誘導がさりげなくてあっさりしているのがいいです。

分かる人は，”にやっ”と笑って３番の問題に取り組んだはずです。

「第４コーナーの問題」は「定数－変数」タイプ

点Ｐが頂点Ａから中点Ｍまで動く時の，いわゆる「第４コーナーの問題」では，「定数－変数」

のタイプで式を作ります。

定数は，点Ｐが動く予定の点Ｍから点Ｍにもどるまでの３６で，変数は点Ｐが動いた距離のχと

なります。

１の問題でも，９秒後の三角形の面積を求める問題では「第４コーナーの問題」の考え方を使い

ますが，ここでもタイプは「定数－変数」型です。この場合の定数は(６㎝＋８㎝)，「変数」は

９㎝です。

まだ「基礎」を問う問題が主流である

まだ，最近の動点問題の出題形式にはなっていませんが，その土台（基礎）となる考え方を頻繁

に出題しています。

ちなみに，もっとも新しい動点問題は，次のプロセスで問題を解く形式になっています。
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「点Ｐが動く全過程を区間に分け，それぞれの区間でχとｙの関係式で表して，それをグラフに

かき(区間関数のグラフ)，ｙの値に対するχの値を求める。」

★

単元全体の出題問題分析表

全単元の出題頻度，配点，難易度についてのデータは，下のLinkからご覧いただけます。

５０年分の出題内容を分析してあります。

「山形県公立高校入試出題問題分析表(数学）」 → ｜Link｜

(ブラウザの「戻る」ボタンでここへ戻れます。)

「１次関数」の受験対策指導

数専ゼミでは，１次関数の復習，山形県の１次関数の過去問のいずれでも指導を受けることがで

きます。

１次関数の復習プログラムは，次のようになっています。

→ 「１次関数」の学習計画表 → ｜Link｜

(ブラウザの「戻る」ボタンでここへ戻れます。)

１次関数の過去問の学習プログラムは，次のようになっています。

→ 「１次関数の過去問（山形県）」の学習計画表 → ｜Link｜

(ブラウザの「戻る」ボタンでここへ戻れます。)

山形県入試（数学）情報日本一の数専ゼミの数学教室です

数専ゼミ・山形東原教室
〒９９０－００３４ 山形市東原町二丁目１０番８号

ＴＥＬ：（０２３）６３３－１０８６ ／ ＦＡＸ．（０２３）６３３－１０９４

メールアドレス： suusen@seagreen.ocn.ne.jp
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